SPC / FFA 地域さお釣り船ログシード指示書
第1部：漁船の識別及び航海の情報
登録国及び登録国における登録番号：漁船の登録国（例：日本）ならびに登録国における登録番号（例：ME1-808）を記入すること。
FFA漁船登録番号： FFA漁船登録に掲載するため、フォーラム漁業機関が発行した番号（例：12345）を記入すること。
WCPFC ID番号：旗国が発行した番号を記入すること。 
操業許可・免許番号（複数可）：漁船が1つまたは複数の二国間協定の下で操業した場合には、航海中に操業した各水域の沿岸国が発行した操業許可番号を記入すること。漁船が多国間条約の下で操業した場合は、多国間条約で発行された操業許可番号を記入すること。漁船が沿岸国に登録されている場合には、沿岸国が発行した操業免許番号を記入すること。
水揚げ港の代理店名：ログシートに記録した漁獲物を水揚げした港（複数可）において、漁船を代表した代理店名（複数可）を記入すること。洋上で転載されたものについては、運搬船の船名と水揚げ貨物の行き先を記入すること。
水揚げ地：漁獲物を水揚げした港の名、または洋上で水揚げした場合にはそのGPS位置を記入すること。 

乗組員数： オブザーバーを除いた、船長及び乗組員の総数を記入すること。
年及び本年の航海回数：航海開始時の年ならびに本年の航海回数（当該航海を含む）を記入すること。航海の開始とは、漁船が出港し漁場に移動する時、または水揚げを終了するために他の港に移動する時を指す。航海の終了とは、漁船が入港して漁獲物の一部またはすべてを水揚げする時を指す。
第2部：漁獲及び投棄
航海中の各日について、ログシートの第2部に少なくとも1行を使って記入すること。必要に応じて、他の種の船上維持漁獲量や投棄を記録するために1行以上使用しても良い。
月及び日：活動が開始された日。曜日ではなく、日付を記入すること。
活動コード： マグロを漁獲した日または漁船がマグロの探索を行った日は活動コード「1」（操業日または探索日）と記入すること。マグロの漁獲がなく、漁船が餌集めをした日は活動コード「2」（操業なし‐餌集め）と記入すること。マグロ及び餌の漁獲がなく、漁船が1日の大半を移動に費やした日は活動コード「3」（操業なし‐移動）と記入すること。マグロ及び餌が漁獲されず、故障のため1日の大半を活動ぜずに過ごした日は活動コート「4」（操業なし‐故障）と記入すること。マグロ及び餌が漁獲されず、悪天候のため1日の大半を活動せずに過ごした日は活動コード「5」（操業なし‐悪天候）と記入すること。マグロ及び餌の漁獲がなく、漁船が1日の大半を港で過ごした場合は活動コード「6」（寄港‐詳細記入）と記入すること。該当するコードがない場合は、活動内容を記載すること。
餌の所持： 1日のいずれかの時点でまき餌用の餌を十分に所持していた場合は「Y」と記入すること。まき餌用の餌を終日所持していなかった場合には「N」と記入すること。
UTC01:00 時位置： UTC01:00時の位置を小数点3桁までの緯度と経度で記入すること（例：08–22.334 N、 165–45.556 E）。
船上維持漁獲量（トン）：カツオ、キハダ、メバチならびに他の種：当該日に漁獲した量（四捨五入後のトン数）を記入すること。カツオ、キハダ、メバチ以外の種を漁獲し投棄しなかった場合には、船上維持漁獲量、他の種、種名の欄に種の正式名を、船上維持漁獲量、他の種、重量の欄に漁獲量（四捨五入後のトン数）を記入すること。1セットで1種以上の他の種を漁獲した場合は、追加の行を使用すること。漁獲した餌の量は記録しないこと。特に関心の高い種（海亀、海洋捕鯨類、海鳥）が捕獲された場合には、別の行に記録すること。
投棄： マグロ種を投棄した場合には、投棄、マグロ種、種名の欄に種名を、投棄、マグロ種、尾数の欄に尾数を記入すること。他の種を投棄した場合には、投棄、他の種、種名の欄に種名を、投棄、他の種、尾数の欄に尾数を記入する。投棄した餌の量は記録しないこと。
他の漁船：他の漁船を確認した場合には、船名ならびに漁船種類などの識別事項をログシートの1行に記入すること。
